
16() 新潟医学会雑誌 第 110巻 第4号 平成 8年4月

TTO9.40-0,ATm 930｡,α2PI82%peこて外来加療 と

した.以後.心不全にて2回.気胸にて2回の入院加療

を施行したが,出血機軸 こよる問題は認められなかった.

外来にて,Fbg朗-15Omg;dl.Fop45･-150/Lg.::ml.

PLT7-15×10.1illiこて治療開始より5年間自立 した生

活を送っている.

し考察)原因治療が困難な慢性 DIC iこおける出血憤

向のコントローー′Lは,困難な場合が多く.患者の QOL

の維持も困難な場 合が多い.辛い.本例の場 合は, 良好

な経過をたどっており,本墳法の普遍性については検討

が不十分であるが,試みる価値があると考え報告した.

3)多核白血球 のブ タ冠状動脈における内皮依

存性弛緩作用

福田 悟 し新潟大学麻酔科)

心筋梗塞や虚血再潅流傷害の病態に白血球は蚤費な役

割を担っていることが知 IL1かている.また多核白血球か

吊 ま 一酸化窒素 LNOトやrTイ二]卜りェン.活性酸素7

り-∴テjカ′L等が産生され 血管平滑筋張力の調節iこ寄

L5-していることが報告されている. しか し.正常状態で

多核白血球が冠状動脈C')ト ーマスにし､かに作用するかは

知!丁-れていたい.また内在には接着分子が存在 し.内皮

の有無iこよりその反応が異なることが予想される.そこ

で今回ブタ冠状動脈を用い.平滑筋張力に及ぼす多核白

血球の作用を検討 した.

【方法】ブ タ冠状動脈左前下降枝分枝を摘出 し,一･･一部

の血管は内皮を温存 し髄は除去 した.95% 02-5% C02

で飽和 した Kretx;液中で静止時張力 1.5gに保った.

始めに KC150mM を授与 し張力を測定 した.血管内

皮の有無はブラジキニン 10ITM による弛緩反応をもっ

て確認 した.:r-ンドセリン11を 10t10M から累構的に

た後,多核白血球を 103.101,105,106cc11S･'ml(T)演

度で累積的に浮遊させ,張力の変化を測定 した.多核白

血球は健康成人LT)末梢静脈血かrl密度勾配遠心法によL.)

分離 した, りン酸緩衝液中で濃度を調製後氷冷し,投与

直前に37℃,10分間 incubateした.次にエンドセりン:-1
投与30分前に NuJ一二 トローL::I-'ルギニンメチJLエスキ

ノL(3×10~･1M). メ+しンブ′し- (1015M). ゲ1)ベ

ンタラミド (1()~5M).テ トラエチ′し7'ンモニ巾ム (10~2

M), fンドメタシン (5×10~6Ml.SKド-525a(10-5M),

ON0-1078日0-5M),ウアバイン (5×10~6M)を各々

前処置 し,影響を調べた.

統計勉理は一元配置分散分析を用い,危険率5%をもっ

て有意とした.

【結果および考察】多核白血球 106cells:mlの投与に

より内皮を温存 した血管は弛緩 した.一･一万内皮を除去 し

た血管では弛緩反応はみられなかった,この弛緩反応は

NO合成 ･作用阻害薬,I)Gl2合成阻害薬に影響されず.
KClによる収縮およびr17~′'′ミ仁 ,の前処置によって有

意に抑制された.本研究か三､-'多核白血球によるブタ冠状

動脈における弛緩作用は内皮依存性であり.こL/T)弛緩作

用に内皮由来過分梅田･f-の関 !j:一が示唆された.
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